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【内容】
　既存マルチと生分解性マルチ４種類（米含有率、厚さ）を使用し、サ
ツマイモの生育状況の比較や生分解性（必要期間中に分解しないか等）
の確認を行い生分解性マルチについての実証実験を行う。

日　時：令和６年７月３日（水）１４：３０～
場　所：鹿島市大字音成　実験圃場
　　　　※詳細な位置等は、別紙をご参照ください。

佐賀県初！！“お米を原料にした生分解性マルチ”で環境にやさしいサ
ツマイモを育てます！

アピールポイント

　生分解性マルチの有効性を検証するため、既存のマルチと生分解性マ
ルチ（米由来）を使用し、サツマイモの生育状況の比較や分解性につい
て実証実験を行います。
なお、生分解性マルチ（米由来）を使用した取り組みは、佐賀県内初め
てとなります。
　有効性が実証されると、そのまま畑に「すきこみ」が可能となり、廃
棄物及び廃棄に係る費用（撤去作業・処分）の削減が期待できます。
　将来的には、材料になる資源米を地元で育て、そのお米から生分解性
マルチを作成し使用することで、地域内の資源循環や廃棄物削減を図る
ことを目指します。

あり なし
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佐賀県初！！“お米を原料にした生分解性マルチ”で
環境にやさしいサツマイモを育てます！

と き ７月３日(水) １４:３０～（雨天：中止）

ところ

内 容

鹿島市大字音成の実験圃場
（北緯33° 03′46.1″ 東経130° 08′56.0″付近）

既存マルチと生分解性マルチ４種類（米含有率、
厚さ）を使用し、サツマイモの生育状況の比較や
生分解性（必要期間中に分解しないか等）の確
認を行い生分解性マルチについての実証実験
を行う。

「お米を原料にした生分解性マルチ」

七浦小学校

七浦小学校入口
手前を右折

線路を越え約400ｍ先
を左折

「ネオリザ」のイメージを添付

マルチ…稲等で土壌表面を被覆することをマルチといいます。 現在では、フィル
ムマルチが主流となっています。 地温の調節、雑草抑制等が目的としています。

お米（非食用米）を原料にした生分解性マルチの有効性を検証するため、既存
のマルチと生分解性マルチによるサツマイモの生育状況の比較や分解性につ
いて実証実験を行います。
なお、お米（非食用米）を原料とした生分解性マルチを使用した取り組みは、
県内初となります。有効性が実証されると、そのまま畑に「すきこみ」が可能と
なり、撤去・回収が不要による農作業の省力化や廃棄処分量の削減、生産者が
負担する処理費用の削減が期待できます。
苗の植え付けは、以下の通りです。


